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上きわめて大きな意義がある．

著者らは，日本住血吸虫の研究に従事するかたわら，

時折見出される筑後地方産のＣＪＣ"giss〃αに興味を

もち，その形態・生態などについて若干の観察や実験を

試みてきた．最近とくにミヤイリガイが減少して，今後

本種の入手も危ぶまれる状態になってきたため，とりあ

えず現在までの知見をまとめて報告する．

Ｉ筑後地方における分布と寄生状況

本種は日本住血吸虫と同じくミヤイリガイのみに見出

される関係上，必然的に後者の調査の副産物といったか

つこうで記録されることが多い．著者らの場合も全く同

様である．

１．調査方法

ミヤイリガイは筑後川高水敷等の分布地から採取して

生きたまま教室へ持ち帰り，個別にcercaria寄生の有

無を調査した．1967年まではミヤイリガイを個別に２枚

のスライドグラスで挾んで圧潰し，流れ出る体液や体組

織内におけるcercariaまたはparthenitaの存否を実体

顕微鏡下で検する方法（圧潰法）によっていたが，１９６８

年からは，内径10ｍｍ，深さ40ｍｍの小型ヴイダール管

に水道水を八分め入れた中にミヤイリガイを１個ずつ入

れて，１昼夜または２昼夜浸して定温室（26.Ｃ）内に置

き，cercariaが水中に遊出するかどうかをもって寄生の

有無を調べる方法（遊出法）を用いた．遊出法によれ

ば，もし寄生してもcerCariaが未熟の場合や，採集直

前に自然環境において水に接したために遊出可能の

cercariaがすべて出尽くしていたような場合は室内では

遊出せず，そのため非感染個体と誤認されるおそれがあ

まえがき

日本住血吸虫の中間宿主として知られるミヤイリガイ

の"ＣＯ,ｿzem"/α/z”e"SZs〃osOPhorα(Robson)に寄生する

にercariaで今日までに筑後川流域から記録されたもの

は，日本住血吸虫cercariaのほか|こＭｚγ"だ"ｚａｃａ７ｉ‐

‘/"αeYamagutietNisimuraのcercaria（すなわち

`ａｒｃαγｉａＺａＭｍｓＭＹｏｋｏｇａｗａｅｔｌｔｏ)，ａｒｃαγ/α

CAa6e/Ｉｔｏおよびαγｃａ７ｆａＺｏ"giss〃αFaustの３種

がある．このうちＣ・ｏｈａ６ｅｉとＣ／o"gissi"zαの２種

‘は，cercariaとrediaまたはsporocystの形態が判明

しているに過ぎず，成虫や終宿主はもとより，第２中間

了宿主の有無についても全く不明のまま今日に至ってい

-る．

Ｃ/o"gisSil"αは，1914年西尾'恒敬により，佐賀県三

一養基郡基里村（現鳥栖市基里町）字酒井（ＦｉｇｌＢ，Ｓ）

産のミヤイリガイから発見され，鈴木・西尾（1914）に

よって簡単に図示，報告されたのが最初で，その後小林

（1922）がその概説中に引用し，ついでFaust（1924）

がこれらの報告をもとに上記の名称を与えたものであ

る．本種は産地が局限されたミヤイリガイのみに見出さ

れ，しかも寄生率もきわめて低いところから，材料を入

手することは容易でなく，久しく詳細な研究はなされな

いままであった．近年ようやくＫｏｍｉｙａａｎｄｌｔｏ(1967）

によって，山梨県産の本種について，その形態に関する

重要な知見が追加されたが，そのなかでも特に，従来８

対と信ぜられていた焔細胞の数が10対に訂正され，その

式までも明らかにされたことは，本種の本体を推測する

うえにも貴重な手がかりが得られたことになり，分類学
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Ｆｉｇ．１MapshowingthelocalitiesofO"ＣＯ"zem"/αノmPe"szs〃Cs”/ｉｏ７ａ，ｔｈｅｈｏｓｔｓｎａｉｌｏｆ

ｑｒＣａ７/αＺｏ"giSSi"zα、

Ａ：CentralpartoftheNorthKyushu．

Ｂ：EnlargementofthesquareareainFi９．Ａ．

○：PresentdistributionofthesnailsuninfectedwithC・Ｚｏ"gjssi"zα・

●：PresentdistributionofthesnailsinfectedwithCJo"giss〃α、

×：PastdistributionsofthesnailsinfectedwithC・Ｚｏ"giss〃α、

Ｇ：Gor6maru，Ｈ：ConHuenceoftheH6manRiver，Ｍ：Mamezu，Ｎ：Nagatoishi，Ｓ：Sakai，

Ｓｈ：Shimono，Ｙ：ConHuenceoftheYasuroRiver、

－．－．：BorderofFukuokaandSagaPrefectures、

二二三：Ａccumulativedistributionareaoftｈｅｓｎａｉｌｓｕｐｔｏｄａｔｅ．

る．これを防ぐため，採集直後の遊出で非感染と判定さ

れた個体はすべてその後２～４週間の間隔で少なくとも

２回遊出法を適用して初回の判定を確認するようにし

た．したがって感染個体を見逃がす危険はほとんどない

ものと思われる．

遊出した本種cercariaは周知のごとく，日本住血吸

虫cercariaに酷似しているので，)慎重に同定を行ない，

とくに混合感染の有無に留意した．

２．調査結果および考察

１）分布地域

まず宿主のミヤイリガイの分布が問題となる．久留

米・鳥栖両市周辺と甘木市近郊の２地域に分離しては

いた（岡部ら，1952,1953）が，かつては筑後平野の

水田地帯に広く分布が認められたミヤイリガイのうち

で，著者らが実際にＣＺｏ"gissi"zαの寄生を受けた個

体を採集し得た地点はつぎのごとくである（Fig.１Ｂ

参照)．

（１）福岡県久留米市宮ノ陣町字五郎九（Fig.１Ｂ〉

Ｇ）（1950年５月以降）

（２）福岡県久留米市長門石町地先筑後川高水敷

(ＦｉｇｌＢ，Ｎ）（1964年11月以降）

（３）福岡県久留米市小森野町地先新宝満川高水敷

(Fig.１Ｂ，Ｋ）（1967年９月以降）

（４）佐賀県鳥栖市安良川川口高水敷およびその上流二

の利水用堰上流左岸（Fig.１Ｂ，Ｙ）（1967年９月以降）

（５）佐賀県鳥栖市下野地先新宝満川高水敷(Fig.１

Ｂ，Ｓｈ）（1969年４月）

（６）佐賀県三養基郡北茂安町字豆津地先筑後川高水

敷および豆津放水路（Fig.１Ｂ,Ｍ）（1951年９月以降）

以上の６カ所のうち，（1）は水路のコンクリート化工

事に加えて，おそらく農薬の濃密使用の影響もあったと

思われるが，他の水路同様完全に貝は絶滅し，(4)～(6)

の地域も，低水護岸工事と高水敷の盛土・芝生造成さら

にはゴルフ場と転用された所もあって，いずれも今日で‐

（２）
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|ま著者らのこの数年間にわたる定期的なミヤイリガイの

調査結果をすべて集めたもので，本種cercariaが見出

されなかった群は一括表示した．それゆえこれは一応本

種の最近の自然寄生率とみなし得る．

地区別の寄生率は各地区の末尾に示してあるが，長門

石地区では1967年９月から1969年１月にかけて大規模な

整地工事が行なわれたので，その前後にわけて集計して

みた．ミヤイリガイの分布は整地後きわめて局地的とな

り，日本住血吸虫cercariaの寄生率は激減したのにも

かかわらず，ＣＪＣ"giM,Zαのほうの寄生率には全く

差が認められない点に注目すべきである．安良川地区が

最も高い寄生率0.45％を示しているが，採集貝数が少な

いため，長門石地区の0.24％との間に有意差は認められ

ない．しかし西小森野地区は安良川，長門石地区に比べ

て明らかに有意差がある．下野地区も同様有意に低率で

ある．

筑後地方における過去の記録を見ると，鈴木・西尾

(1914）は6,356個中20個（0.31％）に寄生を認めたが，

富松・高野（1949）は15,825個中３個（0.02％）しか寄

生を認めていない．著者らの総平均0.12％という寄生率

は上記２例の中間の値であり，この点よりみると，C

Zolzgissil"αの寄生率は現在も25年あるいは60年以前と

あまり大きな差はないように思われる．

なお，ミヤイリガイに寄生する他種cercariaのうち

では日本住血吸虫が最も高率に見出され，ＣｏＡａ６ｅｉは

長門石・西小森野両地区でごくまれに得られる程度で

ＣＪＣ"giss〃αとほぼ等しく，ただＭＪ７ｉＺ”、αｃαγz‐

αi"αｅのcercariaのみはこの数年間全く発見されてい

ない．これらのcercariaはいずれも単一種寄生である

が，1965年以前にはごくわずかながら混合寄生例が見出

されており，Ｃ／o"g/ss〃αと日本住血吸虫cercariaと

の混合寄生が５例，Ｃ・Jo"gisS〃αとＣＯＡαＭとが１

例，日本住血吸虫cercariaとＣＯＡαＭとが２例得ら

れている．

長門石地区における整地工事前後の極端な植生の変化

は豆津地区における変化（岡部ら，1967）と匹敵するも

ので,野鼠を自然終宿主とする日本住血吸虫のcercaria

の寄生率は整地工事後は格段の低下を示したにもかか

わらず，Ｃ，Ｚｏ"giSSimaの寄生率には全く変わりがない

ことから，本種の終宿主は非定住性のものである可能

性が強い．またＴａｂｌｅ３にはＣＪＣ"giss”αの月別

採集数を抜革してみたが，長門石地区ではほとんど毎

月採集されているものの，安良川地区では９～11月に

限られており，Ｔａｂｌｅ２および３に註記したように西

TablelInfectionofO"ＣＯ"zeZα"、ハ”e"ｓｌｓ

〃ｏｓＯＰｈｏ７ａｗｉｔｈｑ７ｃａ７ｉａＺｏ"ｇ/ss〃αinthe

ChikugoRiverbed（Mamezu，Saga

Prefecture）ｆｒｏｍｌ９５０ｔｏｌ９５２．

Ｎｕｍｂｅｒｏｆｓｎａｉｌｓ

I苦鯛Remark，
Dateof

collection
examinedinfected

８
２
６
１
４
７
０
７
３
７

●
●
●
●
●
●
■
●
●
●

３
３
２
３
０
６
４
６
３
７

１

Sep，５，１９５１

１２

１４

１５

２５

０ct、５

１５

２２

３１

Dec,1２

９
３
０
５
６
５
５
５
０
３

２
９
９
６
７
１
２
１
３
１

１
２

４
３
５
２
１
１
１
１
１
１

Present

record

Total７５１ ２０ ２．７

ＪｕＬ３Ｌ１９５０

Ａｕｇ､３１－Ｏｃｔ２

Ｍａｙｌ７，１９５１

Ju1．１８，１９５２

１９

Ｓｅｐ２６

０
３
０
８
５
０

２
８
１

●
●
●

０
１
０
７
１
０

０
２
８
２
４
２

５
４
０
０
７
７

２
１
１
４
２

Ｏｋａｂｅ

ｅＺａＺ．

（1953）

Total1,248 １６ １．３

ｌま貝は全く発見できなくなり，したがって当然本種cer‐

cariaも分布しなくなっている．それゆえ，現在なお本

種が発見される可能性のあるのは(2)および(3)の２

地域のみである．なお，上記６カ所以外に鳥栖市水屋地

先の宝満川川口（Fig.１Ｂ,Ｈ）と同市轟木地内の１廃

田（Fig.１Ｂ,Ｔ）においては今日なお貝は見出される

が，ふしぎに本種cercariaの寄生は全く認められない．

２）寄生状況

上記の諸地域における著者らの調査結果はＴａｂｌｅｌ

および２に示した．Ｔａｂｌｅ２には同時に見出された日本

住血吸虫cercariaの寄生率をも参考のために並記した．

これで判るごとく，ＣＪＣ"giSS〃αの寄生率は甚だ低

い、ただしＴａｂｌｅｌの上半は著者らの１人蒲池が調査

した結果のうちで，本種の寄生が認められた群のみを抽

出したもので，このほかに全く寄生の認められなかった

群が多数あるため，真の寄生率とはいえない．しかし同

表の下半は少なくとも当該地域での総計を示しているの

で，このころの寄生率とみなして差支えない．Table２

（３）
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Table21nfectionofO"ＣＯ'"ｅｍ"iαハ”e"sｉｓ〃osOP/ioγαｗｉｔｈα7℃ａ７ｉａＺｏ"gissi"zainsome

localitiesintheChikugｏＲｉｖｅｒｂａｎｋｆｒｏｍｌ９６３ｔｏｌ９７１．

Locality Ｎｕｍｂｅｒｏｆｓｎａｉｌｓ

examined infectedwith

Dateofcollection Ｃ／・（％）Annualtotal ５Ｍ．（％）

Nagatoishi

DecJ19，１９６３

Jan-Oct.，１９６４
Ｎｏｖ・１０

Ｎｏｖ.-Dec、

Jan-JuL，１９６５
Ａｕ９．１６
ＳｅｐＪ２０～２１
０ct.-Ｎｏｖ・

Dec，２２

Jan，２０，１９６６
Ｆｅｂｌ４

Ｍａｒ、１７

１８

Apr.-Dec，

Jan.-Aug.，１９６７
Total

０（Ｏ）

；'0:魁''@…の1）

'1酔川L①
'11小川
０（Ｏ）

1３（023）

１００

１，９７４
３７１

２１８

２０３

６６

２７４

２４

４８

７６

４８３

１６

３２７

１，１９８

１９６

５，５７４

(Ｇｒｏｕ

２９４

１１２

６０

７２３

２２０

１３１

３１２

１６３

６６９

９２６

１７２

３，７８２

９，３５６

２６（26.0）

105（4.1）

3５（5.7）

255（12.1）

４４（22.4）

465（8.3）

Ｉｉｌｉﾙﾊ川仙

蝉小…⑲
！(08)｝,八098(Oﾕ）
９（0.24）

２２（0.24）

nd-levellin

Feb-JuL，
Ａｕ９．２１
０ct， １

Ｎｏｖ.-Dec，

Jan、２６，
Apr、２１
Jun、 ９

Ｊu１．２１

Aug-Dec・

Jan.-Aug.，
０ct， ７

Total

Grandtotal

YasuroRiver

-May-JuL，
Ｓｅｐ、２０
０ct， ９

Ｎｏｖ、２５

Ｄｅｏｌ２

Ｊａｎ－Ａｕｇ・’
０ct， ７

Ｄｅｏｌ７

Ｊａｎ－Ｄｅｃ.，
May-Aug.，
Ｍａｙ ７，

Total

Nishikomorino

JuL-Aug.，
Ｓｅｐ．２２
Ｎｏｖ、２５

Jan-Dec.，

～Jan8-Jun.，
JuL

JuL-Dec・

JaP-Novo，
Dec、２３

1969

３（0.3）

1970

２（0.1）

1971
０（０）

５（0.1）

i１ﾄﾞﾙⅢ
ＩｌＩ１ｌｌⅧ
０（０）
０（Ｏ）

３（0.45）

０（Ｏ）

1967

８
６
１
６
０
０
１
５
５
３
２

５
５
６
１
４
１
１
０

１
１

２

(0.5） 1６（4.1）

1968

(1.5） ２（３．０）

1969

1970

1971

１（0.5）
０（０）
０（０）

1９（2.9）667

:|;011川Ⅲ
０（Ｏ）

;IiOll，…川
搬4)｝'/855（Ⅱ）

1967

３
３
１
３
０
０
８
４
１

６
３
１
９
２
３
１
１
４

８
１
１
４
８

？
ソ

３
３

２（1.9）

1968

1969

476（122）

198（5.4）

1970
３（0.4）

（４）
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Table２つづき

Locality Ｎｕｍｂｅｒｏｆｓｎａｉｌｓ

examined infectedwith

Dateofcollection Ｃ／・（％） ５Ｍ．（％）Annualtotal

Jan､０ct.，

Total

Shimono

Lowerarea

Apr.-Dec.，

Jan-Dec.，

Jan-Sep.，

Total

1971 Ｏ（Ｏ）

５（０．０４）

２，７１８

１１．２４１

３１（1.1）

710（6.3）

Ｏ（Ｏ）

０（０）

ｏ（０）

０（Ｏ）

exterminatedbyground-levelling）

３（0.4）

０（Ｏ）

０（０）

３（0.1）

1968

1969

1970

８５５

１，３５０

７８６

２，９９１

ationwas(Snailpopu

Higherarea

Aug-Dec.，

Jan-Mar.，
Apr、２６
Apr.-Dec・

Jan-Sep.，

Total

1968１９７０（０）

1969１８４０（Ｏ）
２１１（4.8）
２１８０（Ｏ）

1970２０７０（０）

８２７１（0.12）

（Snailpopulationwasexterminatedｂｙ

３（1.5）

|卿 (0.2） ２（0.5）

Ｏ（Ｏ）

５（0.6）

ground-levelling）

Grandtotal (0.12） (4.8）2５，０８２ 3１ 1,207

＊Ｃｅｒｃａｒｉａｅｅｍｅｒｇｅｄｂｙｔｈｅｔｈｉｒｄｉｍｍｅrsionintowater4monthsaftercollection．

ＣルαγcαγｉａＺｏ"gissi"zα'８.ノ.：CercariaofSb肱Zosowaノ”o"zc"ｿﾞル

Table3MonthlyrecordsofthecolleｃｔｉｏｎｏｆＯ"ＣＯ"zem"ｉｆαノi”e"sｉｓ

〃oSOP/io7ainfectedwithaγｃａｒｉａＪｏ"giss伽α、

NagatoishiYasuroR．Nishikomorino ShimonoMonth

1/220(0.5）

2/483（0.4）

2/327（0.6）

3/131（2.3）

January

February
March

April

May

June

July

August

September
October

November

December

1/2１（4.8）

1/312（0.3）

1/163（0.6）

2/178（1.1）

3/274（1.1）

2/232（0.9）

3/371（0.8）

2/4８（4.2）

3/130(2.3)＊

1/3３（3.0）

Ｊ
１
１

８
１
７

●
●
●

１
９
６

く
く
く

1/56

1/11

1/６

1/4１（２４)＊

ofcercariaedelayedabout4months．＊Emergence

れ，主として初夏から初秋にかけて感染する個体が多い

と思われる．ＣＺｏ"9Ｍ"zαの遊出に季節的変化が多

少なりとも認められるということと，整地工事の影響が

ないことからして，ＣＪＣ"9Ｍ"zαの終宿主は鳥類それ

も季節的に生息環境を変える種類である可能性が強いよ

うに思われる．

小森野地区産の４個の感染貝はいずれも採集直後と約

２週間後の遊出法ではcercariaは出現せず，約４カ月

後に遊出させたところはじめて本種の寄生が明らかに

なったものである．このような結果からみると，Ｃ

ＪＣ,zgisSi"zαを産出したミヤイリガイはそれよりも２～

３カ月前にmiracidiumの侵入を受けたことが推測さ

（５）
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Table4Comparisons ofmeasurementsofqγca7iaJo"gzss""α・
●●

(β）

Authority Newrecord Ｋｏｍｉｙａ＆Ito，１９６７

Fixed＊Specimens Alive Fixed＊

Ｊ
１
１
Ｊ
１
Ｊ
１
Ｊ
１
１
１
１
１
Ｊ

０
１
５
４
９
０
８
９
２
１
０
７
２
８

５
６
７
３
８
２
２
２
１
１
２
２

１
１
１

く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く
く

(149）
（７８）

(166）
（４７）

(182）
（１８）

（３２）

Ｌ
Ｗ
Ｌ
Ｗ
Ｌ
Ｗ
Ｌ
Ｗ
Ｌ
Ｌ
Ｗ
Ｌ
Ｌ
Ｗ

ｌ
１
Ｎ
ノ
ー
Ｉ
ノ
ー
Ｉ
ノ
ー
Ｉ
ノ
ー
～
ノ
ー
Ｉ

125～１８０

５５～７０

１６０～１８０

３２～３８

１７０～２００

７９～８２

２７～３０

２７～３２

０～５

１０～１２

９～１１

５～１０

１７～３０

２０～３５

135～１７２

７０～８６

１５１～１８４

４１～５３

１５５～２０５

１６～２１

２９～３８

Ｂｏｄｙ

Ｔａｉｌｓｔｅｍ

Tailfurca

１
１
１
１
１
１
１
Ｊ

８
６
８
３
０
６
６
０

２
３
１
１
２
２
３

く
く
く
く
く
く
く
く

２２～３５

３０～4４

４～１２

１２～１５

９～１０

２０～３７

２５～２８

２２～３５

Penetrating

Prepharynx

Pharynx

Oesophagus

Acetabulum

ｏｒｇａｎ

1２（１０）
８（８）

1０（９）

2９（２２）
3３（２６）

ヘ
ヘ
ヘ
ヘ
ヘ

ｎ
ｘ
Ｕ
【
Ｊ
０
，
尺
）
〈
ｈ
〉
〈
叩
〉

勺
Ⅱ
▲
、
／
』

＊FixedwithlO％hotformalin・EachlOspecimens．

る．Ｋｏｍｉｙａらの測定値を比較のため並記したが，大差

はない．ただ全形は著者らの方がやや幅が小さい傾向を

示した．

ｉ皮辣

Cercariaの体部には短い皮練が密生している．これ

について，鈴木らは単に“体の外表は密生せる皮辣を有

す,,とのみ記しているが，Ｋｏｍｉｙａらは“thelateral

sidesofits〔＝thebody〕cuticulais〔＝are〕beset

withfinespines.,,と述べ，体部側面に限局されてい

ることを示唆した．しかしその附・図によれば，全形図

(Figl）には描かれておらず，体部前端の拡大図(Fig.

２）では突出部では前方に向かって生えているように示

され，また一様に分布していることが推測される．した

がって体部全体における皮疎の分布は明確ではない．著

者らの観察ではＦｉｇ．２および３に図示したごとく，体

部前方の背側約'/４と腹側約'/３まではほぼ一様に密生

しているが，それより後部では側方にのみ帯状に生え，

体部後端に達せずして終わる．またこれと完全に分離

して，腹面の腹吸盤よりやや後方に“八”の字形をなす

皮鰊群１対を認めることができた(Fig.２ＢおよびＦｉｇ．

４）．このような特異な皮鰊の分布形式はStrigeidaeや

Diplostomatidaeのcercariaにはしばしば見られ（Ｄｕ‐

bois,1968,1970)，たとえば最近Ｂａsch（1969）が報じ

たＣｂ妙J"γ"Ｍ"ｒｚｉのcercariaでもやや類似した皮疎

分布を示している．

ｉｉ、感覚毛

Ⅲ形態に関する新知見

本種の形態については鈴木・西尾（1914）がかなり詳

細に記載し，その後Ｋｏｍｉｙａ＆Ｉｔｏ（1967）が補足して

いるので，著者らの観察結果のうちで，既知の知見と若

干異なる点についてのみ報告したい．

１．材料および方法

Ｉで述べた遊出法によって得られた活発なcercaria

を材料として使用した．生体のまま観察するときは，ス

ライドグラス上にcercariaを含む水滴を滴下し，相対

する２辺にワセリンをつけたカバーグラスで蔽い，cer‐

cariaの体形と厚さを調整するために適当な圧力をかけ

るようにした．乾燥を防ぐためには水または0.4％食塩

水をカバーグラスの開いている方から追加注入した．

固定を必要とする場合は，伊藤（1962）の方法に従

い，cercariaを含む水に沸騰させた10％ホルマリンを等

量加えて固定し，カパーグラスは上記と同じ方法で蔽つ

た．なおsporocystは，cercariaを遊出した貝を適宜

選んで圧潰し，その中から活発に運動する個体を取り出

して観察に供した．

２．観察結果および考察

１）Cercaria

a・外部形態

外形および主な内部器官を測定した結果はＴａｂｌｅ４

のとおりである．このうち生体についての計測値は，か

なり圧迫してあまり動かなくなった個体によるものであ

（６）
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iIJiIilL
った．

ｂ、内部形態

ｉ，消化器官

前咽頭は鈴木らの附図に示されているとおりで，著者

らも生体で８’，固定して２’程度の長さを認めた．ま

た食道は生体では甚だ長<平均26βであったが，固定す

れば短縮してＫｏｍｉｙａらの値とほぼ同じとなった．

ｎ．排泄器官

焔細胞の数と式はＫｏｍｉｙａらの示したとおり２〔(2＋

２）＋（２＋２＋〔２〕)〕＝20であるが，個々の焔細胞の位

置や排泄管の分岐様式には差が認められた．すなわち

Ｋｏｍｉｙａらによれば，両側の主排泄管が上行して腹吸盤

の側方で分枝を出し，この分枝が腹吸盤の前方で吻合

し，主排泄管は分枝を出したのちいったん下行して前後

の集合管に分かれるという．しかし，著者らの観察で

は，上行した主排泄管はＫｏｍｉｙａらの場合とほぼ同じ

所で前後の集合管にまず２分し，前集合管がそのまま少

し上行した所で分枝を出し，これが吻合することが認め

られた．焔細胞の位置についても，ほぼ完全に一致する

のは体部後方の２対および尾幹部内の２対計４対８個だ

けで，残りの体部前方６対12個についてはかなりの違い

が認められた．これが個体変異なのかどうかについては

今後さらに検討する必要があろう．

上記のほかには何ら顕著な差あるいは新しく追加すべ

き知見は見出せなかった．これらの差異が，単なる個体

変異であるか，観察上の誤認が含まれているものか，あ

るいは材料としたミヤイリガイの産地の異なるためか，

その理由は明らかにし得ないが，山梨県産のものが筑後

地方産CJC"giM,Zαと同一種でない可能性もあり，

綿密な比較検討が望まれる．

ｃ・生態

遊出したcercariaの生態については何ら実験を行な

っていないので詳しく論ずることはできないが，日本住

血吸虫cercariaのように水面に集まりあるいは水面よ

り垂下静止するような性質はなく，水の中間層を好んで

遊泳するのが見られる．また寄生されたミヤイリガイを

水中に投ずるときわめて短時間で遊出が始まることが多

い．

２）Sporocyst

その中にcercariaを含むsporocystは肉眼的に白銀

色を呈し，日本住血吸虫のdaughtersporocystよりも

小形である．１個のミヤイリガイ体内における寄生spo‐

rocystも少なくまちまちで1951年秋の調査では１～17個

であった．そのうち同一貝より取り出した10個のspo‐

Ｆｉｇ．２ＳｔｒｕｃｔｕｒｅｏｆＣ・Ｚｏ"ｇｉＭ"ｚａ

Ａ、Ventralaspect．

Ｂ・Lateralaspectofthebody・

ＡＣ：Acetabulum，Ｆ：Ｆｕｒｃａｏｆｔｈｅｔａｉｌ，

Ｏ：Oesophagus，Ｐ：Pharynx，ＰＯ：Pe

netratingorgan，ＰＲ：Prepharynx，Ｓ：

StemofthetaiLSH:Sensoryhair

鈴木らは感覚毛の存在には触れていない．Ｋｏｍｉｙａら

lによれば，体部側縁には短い感覚毛が８対ほぼ等間隔に

生じ，尾幹部では基部近くにやや長い３対，先端部によ

り長い６対の計９対が存在するという．著者らの観察で

はＦｉｇ．２およびＦｉｇ．５Ａに示すように，体部８対の

うち最後の１対のみは約17〃で，前方の７対（いずれも

:約２’）より顕著に長く，第３～第７対の５対は側縁で

はなくやや腹側寄りに生じていること，また尾幹部では

基半部に５対，先半部（Fig.５Ｂ）に７対の計12対が認

められ，いずれもほぼ同長で，側縁より生じていること

が判明した．

iii、口腔附近の感覚器と皮練

Ｋｏｍｉｙａらは口の背側に１対と，外側方に７対の感覚

器を認めたが，著者らは口の内側に１対，外側方には１０

対を見出した（Fig.２参照)．また口の内側にある１対

の間隔はＫｏｍｉｙａらの背側に認めたものよりも広かっ

た．口部周辺の皮練は体部前端の突出時には逆立つとの

ことであるが，著者らはそのような現象を確認できなか

（７）
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Table5Measurementsofsporocystsｏｆ

Ｃｂ７ｃａ７ｉａＺｏ７ｚｇｉｓｓ〃αfoundin

asinglehostsnaiL（ｍ、）

Table６Variationofnumberofcercariae

foundinasinglesporocystof

q7cａｒｉａＺｏ"giss〃α、

Ｎｏ．ｏｆｃｅｒｃａ

ｒｉａｅｆｏｕｎｄ
WidthLengthＮｏ． Ｎｏ．

０
０
０
０
５
０
０
５
０
０

５
０
０
５
７
０
１
０
０
５

６
５
１
９
８
８
１
２
４
６

●
●
●
●
●
●
●
■
●
●

１
１
２
１
１
１
１
２
２
１

２
０
０
６
９
０
０
０
０
２

７
６
８
７
６
６
６
０
６
１

１
１
１
１
１
１
１
２
２
１

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

０
０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
２
３
４
５
６
７
８
９
ｍ

１
２
３
４
５
６
７
８
９
０
１

３
９
４
５
０
５
７
３
６
１

１
２
１
１
１
１

Average 1.820 ０．１７５
Average 1１．３

rocystについて，その長さおよび最大径を測定したとこ

ろ，Table５のような結果が得られた.また１sporocyst

の中に見られるcercaria数もＴａｂｌｅ６のごとく３～２０

隻と少数でしかも変異が多いようである．

貝を圧潰して取り出した新鮮なsporocystについて観

察すると，体の一端近くに産門があり，これより少し基

部（体の端より平均0.23ｍｍ）に括約筋により形成され

たと思われるくびれがある.採取直後の元気のよいspo‐

rocystではcercaria産出のさい，このくびれの弛緩に

よって１隻ずつcercariaを端部の産出膣（仮称）へ送

り込み，その後産門より産出する．時間の経過とともに

sporocystが弱るにつれてこのくびれは緩んで不明瞭と

なり，内部のcercariaは－せいに産門に集まってくる

(Ｆｉｇ６Ａ－Ｄ)．Sporocystが元気な場合はcercariaが

出たぶんだけ産門のない側の端から順次sporocystの体

が萎縮して細くなってゆくが，途中でsporocystが死ん

でしまうとcercariaは生きていても脱出できなくなる

ようである．

ずれも感染不成立におわったが，一応その大要を記して

御参考に供したい．

Ｌ材料および方法

１）感染ミヤイリガイの採取

実験に供したＣＺｏ"鋲Ss〃αはすべて実験当時多数

の感染個体が得られた佐賀県三養基郡北茂安村字豆津附

近で採取したミヤイリガイから圧潰法によって取り出し

たものである．ただし追試の分は，久留米市長門石産の

ミヤイリガイより遊出法によって得たものを使用した．

２）Cercariaの分離と算定

圧潰したミヤイリガイのうちで活発に運動するcer‐

cariaを多数含むものを実体顕微鏡下で選び出し，単性

寄生を避けるため少なくとも２個以上の貝から得た

cercariaを，径1.5ｃｍ深さ５ｃｍの試験管内に入れて混：

和した．適量の水を加えた後よく攪伴し，’/3注射針を

装着したツベルクリン用注射筒で，管内水面下５～６

ｍｍの所より吸い上げ，この筒内の水をスライドグラス

上に10～20滴とって，その中のcercaria数を数え，そ

の平均値をもとにして所定の感染数を推定した．

３）感染実験の対象

対象とした動物はTable７，８にあるとおり，温血

動物４種(哺乳類・鳥類各２種)，冷血水生動物11種（両

生類１種，淡水魚類９種，甲殻類１種）の計15種であ

る．４種の温血動物はすべて実験に先立って糞便検査を

行ない寄生虫感染のおそれのないものを選んだ．

４）感染方法

つぎの３法を適宜用いた．

ｉ・経皮感染

温血動物に対して行なった２方法の１で，動物を固定

ⅢＩ感染実験

ＣＪＣ"giss〃αはその形態よりみてStrigeoideaに属

することはほぼ確実である．しかしながら第２あるいは

第３中間宿主が必要かどうかについては何ら実験がなさ

れていない．ただⅡでふれたように，本種は水面に集ま

る性質はなく，専ら水中を遊泳する点からみて，水生動

物を第２中間宿主とするのではないかと考えられる．そ

こで著者らの１人蒲池は1951年に，淡水魚を中心に数種

の動物を対象として感染実験を試み，また高尾らもその

後マウスや鶏の初生雛を用いて追試した．その結果はい

（８）
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Table7Resultsofinfectionexperiｍｅｎｔｓｏｆsomewarm-bloodedanimals

withCb7℃αγ/αＺｏ"giSS〃α、

Ｎｏ．ｏｆ

ｃｅｒｃａｒｌａｅ

ｅｘｐｏｓｅｄ

Ｄａｔｅｏｆ Durationpriortoexamination

AnimalsＮｏ．SexWeight

（９）
hrs・ days

infection l２３４５１５３５

months

l２

Ｍａｍｍａｌｉａ

＊Ｆ
Ｄ

＊
＊
＊
＊
勺
上

１
２
３
４
４
５
６
７
８
９
Ⅲ
｛
１
２
３
４
５
６
７
８
９
Ｍ

イ
上

１
人

早
〃
〃
＆
〃
〃
旱
＆
〃
〃

ｊｉＩｌＪ
菫這｜Ⅱ｜

菫iⅢ）
j::’

Mouse １４．Ｓｅｐｌ９５１

Mar、１９６７

旱
ａ
旱
①
〃
〃
〃
旱
３
旱

Ａ１ｂｉｎｏ

ｒａｔ
１５．Sepl951

Ａｖｅｓ

早
〃
①
〃
〃
〃
旱
①
〃
旱
３

２

＊
＊

＊
＊

９

１
２
３
４
５
１
２
３
４
５
１

１
１
ｌ

別
別
Ｍ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ
Ｎ

８
９
０
１
３
２
４
５
７
９

？
タ
ブ
ラ
ブ
ブ
フ
９
９
９

１
１
２
２
２
１
１
１
１
１

5．Ｓｅｐｌ９５１Ｄｕｃｋ 200

:1１Ｆｏｗｌ １２．Ｓｅｐ、１９５１

Jan、１９７０Chicken 100

Animalswithasterisks（*）wereexposedtocercariaebydirectinjectionsofcercariae-suspending
waterunderthedorsalskin．Ｏtherswereexposedbycontactwithdropsofwatersuspendingcercariae・

Ａｌｌａｎｉｍａｌｓｓｈｏｗｅｄｎｏｓｙｍｐｔｏｍｏｆｉｎｆectionwithcercariae・Examinationswereperformedonapiece
ofskinaroundtheexposedlocalitiesafterthefixationwithformalinandthestainingwithhaema‐
toxilin-eosin・Themammalianswereexaminedaftertheanaesthesiawithether．

器上に仰向けに固定し，腹部の中心の体毛あるいは羽毛

を３ｃｍ平方（マウスのみは２ｃｍ平方）の広さに刈り

取り，７０％アルコールで清拭したのち自然乾燥せしめ，

所定数のcercariaを含む水を露出した皮膚｢の上に滴下

し，１時間接触させた．水分の乾燥防止のため，時々水

を加えた．

ｉｉ・注射感染

上記とともに温血動物に対して用いた方法でヅ背部皮

下に所定数のcercariaを含む水を注入した．

iii、水中感染

冷血動物に対して行なった方法で，直径45ｃｍのガラ

ス鉢または径60ｃｍあるいは90ｃｍの水槽の中にcer‐

cariaを含む水を約10～15ｃｍの深さになるように容れ，

その中に対象とした動物を一定時間放って自由に泳がせ

た．

なお初生雛を用いての追試の際は，cercariaを含む水

中に脚を30分問浸漬する方法を用いた．

５）検査方法

（９）
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Table8Resultsofinfectionexperimentsofsomecold-bloodedanimalsｗｉｔｈｑ７ｃａ７ｍ／o"giss伽α，

Ｎｏ．ｏｆ

ｃｅｒｃａｒｌａｅ

ｅｘｐｏｓｅｄ

Organs

separately

examined

Ｎｏ．ｏｆ

ａｎｉｍａｌｓ

ｕｓｅｄ

Durationpriortoexamination

Dateof

infection

Ａｎｉｍａｌｓ
hrs・ ｄａｙｓ

ｌ２３４５１２３４５

Ａｍｐｈｉｂｉａ

Ｒα"α〃igγｏｍａｃｗｍｚα
トノサマガエル

Pisces

CαγαSSi"ＳｃαγαSSi“

（gold）ヒブナ

ｃｃαγαSSi“（wild，
juvenile）フナ稚魚

，Ｃ、ｃ・aH7-atzUs

キンギョ

CyPγ伽ｓｃａｒＰｉｏ(gold）
ヒゴィ

M7sg"γ""ｓα"ｇ"iZJica妙
．‘ａｍｓドジョウ

Ｐｔｚｍｓｉ〃γ"sasoZ"ｓ

ナマズ

Ｃ７ｍ""α、αc"ｍＺａ

ライギョ

Ｔ７ｉｃ北"Zigぞγo6Sczz7"Ｓ
チチブ

OcJo"Zo6"ZLiso6sc"γα

ドンコ

Crustacea

ZVIeocαγ〃/"αとん"Zicル

ルZαミナミヌカエビ

Ｓｋｉｎ，muscle，
liver，andleye．

1０300～５００５．０ct、１９５１

〃 １２．０ct、１９５１

〃〃

〃 １０．０ct、１９５１

〃 １２．０ct、１９５１

〃 １５．０ct、１９５１

〃 １３．０ct、１９５１

〃 １５．０ct、１９５１

〃 １３.Ｓｅｐ、１９５１

〃 １４.Ｓｅｐ，１９５１

０
０
０
０
０
０
０
０
０

１
１
１
１
１
１
１
１
１

－CaudaLthoracic,
anddorsalfins，
scale,gilL
muscle，ｓｋｉｎ，
viscera，ａｎｄ

－ｅｙｅ．

Head，muscle，
viscera，ａｎｄeye．

〃 ２２．０ct、１９５１2０

Allanimalswereexposedtothecercariaebyswimminginwatersuspending300～500cercariae・

Ｎｏａｎｉｍａｌｓｓｈｏｗｅｄａｓｙｍｐｔｏｍｏｆｉｎｆｅｃtionwiththecercariae．

ｉ・温血動物の検査方法

感染完了後，１，２，３，４，５時間あるいは１，５

日後に感染個所の皮層を切除し，また35日後に屠殺し

て，５％ホルマリンで４時間固定し，病理組織標本を作

製し，ヘマトキシリン・エオジンで染色，鏡検した．マ

ウスおよびラットについては，感染部位の皮層のみなら

ず，肝臓，腸管，腸間膜をも精査した．

ｉｉ・冷血動物の検査方法

感染終了後，１，２，３，４，５時間後および１，

２，３，４，５日後に１頭ずつ殺し，トノサマガエルに

ついては，皮膚，筋肉，肝臓，腸間膜，眼球の５部分に

わけて５％ホルマリンで４時間固定し，上記と同様に染

色切片を作製して鏡検した．淡水魚については，尾鰭，

胸鰭，背鰭，鱗，鮒，筋肉，皮層，内臓，眼球の９部

に，ミナミヌカエピは頭部，筋肉，内臓，眼球の４部に

分けて鏡検した．

２．実験結果

マウスは15頭ラットは10頭，アヒルは５羽ニワトリは

７羽ずつを使用したがＴａｂｌｅ７に示すとおりすべて感

染成立は認められなかった．またcercariaを接触させ

た部位にも全く異常や変化を認めなかった．９種の淡水

魚のうち，ナマズとライギヨは径90ｃｍ，ヒゴイとヒブナ

およびドンコは60ｃｍの水槽中で，またキンギョ，フナ

稚魚，ドジョウ，チチブは径45ｃｍのガラス鉢中でcer‐

cariaと接触せしめた．トノサマガエルは上記90ｃｍの

水槽中に島を設けた中へ入れ，ミナミヌカエピはガラス

鉢中で接触せしめた．これら冷血動物についてもTable

８に示すとおり，すべて感染不成立におわった．

３．考察

以上のごとく総種類数15種におよぶ各種動物をC

JC'zgiSs〃αと接触させたがいずれも感染を認めなかっ

た．しかし吸虫類の第２中間宿主となり得るすべての動

物群から代表種を選んだわけではないので，まださらに

広範囲に接触実験を行なう必要があろう．ただし，Ｉお

（１０）



11

よびⅡで得た知見を加えて考えれば，あるいは終宿主は

日本に定住してはいないものかも知れず，他地域では適

当な中間宿主があっても，日本国内あるいは筑後地方周

辺では生活史がcercariaの段階で打ち切られてしまう

とも考えられる．cercariaに咽頭があることで，住血

吸虫類と考えるのは無理とも思われるが，水生動物の幼

生について感染性の有無を検討する余地はあろうかと,思

われる．むしろ逆に，鳥類を終宿主と仮定してその寄生

吸虫類を得，採卵の上，ミヤイリガイに感染せしめて得

られるcercariaを検索し，Ｃ／o"giss〃αとの異同を

吟味する方法をとったほうが捷径かもしれない．

まとめ

筑後川流域産ミヤイリガイより得られるｑ７ｃａｒｉα

/o"giSs〃αについて，その分布，寄生率，形態を観察

し，感染実験を試みた．分布範囲はミヤイリガイの分布

の減少にともないきわめて局限されるに至ったが，全体

としての寄生率はさして変化がない．皮鰊および感覚毛

の生え方，排泄管の分岐等について若干の新知見を得，

図示した（Fig.２）．哺乳類，鳥類各２種，淡水魚９種，

両生類，甲殻類各１種を用いて感染実験を試みたが，不

成功におわった．

終宿主として最も可能性の高いのは非定住性の鳥類で

あろうと推定した．

稿を終わるにあたり，種々助言を賜わった静岡大学教

育学部の伊藤二郎教授と，教室の渋江浩もと助教授に厚

く謝意を表する．また採集・調査に協力を惜しまれなか

った教室員諸氏に感謝する．

なお，本論文の一部は第２２回日本寄生虫学会南日本支

部大会（1969年11月，福岡）および第３9回日本寄生虫学

会学術大会（1970年４月，高槻）において発表した．
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Explanationsoffigures

Ｆｉｇ．３ＢｏｄｙｏｆＣ．／o"giss〃α、

Ａ・Generalaspect，lateralview、

BEnlargementofFig､３Ａ，showingthedistributionofcuticularspinesintheleftside．

Ｃ、Schemashowingthedistributionsoｆｔｈｅｓｐｉｎｅｓｉｎｂｏｔｈｓｉｄｅｓｏｆｂｏｄｙ．
/

Fig.４ＢｏｄｙｏｆＣ・Ｚｏ"giss〃α，ventralviewshowing2isolatedmassesofspines（SP）behind

bulum（Ａ)．

Ｆｉｇ．５ＶｅｎｔｒａｌｖｉｅｗｏｆＣＺｏ"giss〃αshowingsensoryhairs（ＳＨ)．

Ａ・Posteriorhalfofbodyandbasalparｔｏｆｔａｉｌｓｔｅｍ．．

Ｂ・Posteriorpartofstemandbasalparｔｓｏｆｆｕｒｃａｅｉｎｔｈｅｔａｉｌ・

Ｆｉｇ．６ＡｎｅｎｄｏｆｓｐｏｒｏｃｙｓｔｏｆＣ．／o"gissi"zashowingaconstrictionformingabirthspace

graduallybecomesinconspicuous．

Ａ、Well-formedbirthspaceinavigoroussporocyst．

Ｂ・Acercariadeliveredthroughthebirthpore．

Ｃ、Incompleteconstriction．

Ｄ、Constrictiondisappeared・Birthspaceinconspicuous･

Ａ－Ｄ：Thesamesporocyst，Ａ：Muchenlarged，Ｂ－Ｃ：Withthesamemagnification．

ａｃｅｔａ－

which

（１２）
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1 Abstract I

SOME NEW INFORMATIONS ON CERCARIA LONGISSIMA FAUST, 1924, FOUND

IN ONCOMELANIA HUPENSIS NOSOPHORA (ROBSON) COLLECTED

IN THE CHIKUGO RIVER BASIN, KYUSHU, JAPAN

Sumihisa KAMACHI, Yoshinori TAKAO,

Teiji KIFUNE and Koyo OKABE

{Department of Parasitology, Kurume University School of Medicine, Kurume)

The present article reported some new informations on distribution, morphology, and in-

fectivity of Cercaria longissima Faust which was found in Oncomelania hupensis nosophora col

lected at the Chikugo River Basin. Although, previously, the cercariae were found in the snails

of several areas around the Chikugo River Basin, it was revealed by the present survey that

they were found in the snails collected only from two areas of bank of the river, Nagatoishi

and Nishikomorino. The incidence of the cercaria in the snails was about 0.12% (Table 2)

showing roughly the same rate as that in the previous reports.

New findings in morphology of the cercaria were recognized in distribution of the cuti-

cular spines (Figs. 2, 3, and 4), distribution of the sensory hairs on lateral sides of the body

.and the tail stem (Figs. 2 and 5), and branching of the excretory vessels (Fig. 2B). Number

•of the sporocysts per snail varied from 1 to 17, and that of the cercariae in one sporocyst was 3

to 20 (Table 6). Experimental infection with the cercariae was performed using several kinds

■of animals such as mice, albino rats, ducks, fowls, chickens, frogs {Rana nigromaculata), fresh

water fishes {Carassius carassius, C. c. auratus, Cyprinus carpio, Misgurnus anguillicaudatus,

Parasilurus asotus, Channa maculatus, and Tridentiger obscurus), and shrimp {Neocaridina de-

nticulata) (Tables 7 and 8). None of these experimental animals showed susceptility to the cer-

•caria. Based on the results of the experimental infections, the most probable final host of this

fluke was supposed to be birds which live temporarily or seasonally around the Chikugo River

Basin.

( 15)




